
『
九
品
往

生
義
』
所
引

の
浄

土
教
学
関
係
論
疏

に

つ
い
て
 
(
奈

良
)

『九
品
往
生
義
』
所
引

の
浄
土
教
学
関
係
論
疏
に

つ
い
て

奈

良

弘

元

一

問
題

の
所
在

『
九
品
往
生
義
』
の
著
者
を
慈
恵
大
師
良
源
 
(九

一
二
-
九
八
五
)
 と

す
る
点

に
つ
い
て
、
恵
谷
隆
戒
氏
は

「
も
し
も

「九
品
往
生
義
」
が
良

源
の
真
撰
で
あ
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
静
照
が
そ
れ
を
参
考
し
た
に
相
違

な
い
筈

で
あ
る
。
し
か
る
に
更
に
そ
う
し
た
形
跡
が
見
当
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は

「九
品
往
生
義
」
が
良
源
の
真
撰
で
あ
る
か
否
か
を
疑
う
材

(
1
)

料
と
も
な

つ
て
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け

て
お
り
、

平
林
盛
得
氏
は

「
良
源
が
仰
せ
を
奉
じ
て

『
九
晶
往
生
義
』

を
編
し

た
こ
と
に
な

つ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
名
目
上
の
こ
と
で
あ

つ

(
2
)

て
、
現
実
に
は
良
源
門
下
の
弟
子
た
ち
の
作
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

し
て
、
源
信
の

『
往
生
要
集
』
に
、
そ
れ
が

一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
点
か
ら
、
良
源
真
撰
説
に
疑
問
を
投
じ
て
い
る
。
し
た
が
つ

て
、
「
日
本
天
台
と
し
て
は
最
初
の
、
浄
土
教
に
関
す
る
著
述

と
し

て

(
3
)

注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
か
否
か
は
、
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
『
九
品
往
生
義
』
に
は
多
く
の
経
典
論

疏
が
引

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
引
用
経
論
疏
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

『
九
品
往
生
義
』

の
思
想
的
背
景
を
知
る
う
え
で
、
大
き
な
手
が
か
り

を
得
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
九
品
往
生
義
』
の
中
に
は
、
「有
経
」
「有
説
」
「
一
論
」

な
ど
と
し
て
、
経
典
論
疏
名
が
明
記
さ
れ
な
い
で
引
用
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
、
ま
た
、
従
来
、
誤
ま
つ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
論
疏
も
あ
る

の
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
特
に
、
浄
土
教
学
関
係
の
論
疏
の
み
に
焦

点
を
当
て
て
、
そ
の
実
態
を
究
明
し
、
併

せ
て
、
従
来
の
誤
謬
を
も
訂

正
し
て
お
き
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

二

浄

土
教
学
関
係
論
疏

井
上
光
貞
氏
は

『
九
品
往
生
義
』
所
収
の
浄
土
教
学
関
係
論
疏
と
、

(
4
)

そ
の
引
用
回
数
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

智
顕
 
観
経
疏
 

17

〃
 

浄
名
疏
 

7

〃
 

法
華
文
句
 

2
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〃
 

摩
詞
止
観
 

1

〃
 

浄
土
十
疑
論
 

1

義
寂
 

無
量
寿
経
疏
 

7

憬
興
 

無
量
寿
経
疏
 

6

智
光
 

浄
土
論
疏
 

2

懐
感
 

釈
浄
土
群
疑
論
 

1

湛
然
 

止
観
輔
行
伝
弘
決
 

1

こ
の
井
上
氏
が
指
摘
し
て
い
る

一
〇
点
の
浄
土
教
学
関
係
論
疏
そ
の

も
の
に

つ
い
て
は
異
論
な
い
が
、

そ
の
引
用
回
数
に
つ
い
て
は
、
四
点

の
論
疏

に
つ
い
て
異
論
が
あ
る
。

(
5
)

ま
ず
、

『
観
経
疏
』
(具
名
『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
疏
』)
 の

『
九
品
往

生

義
』

へ
の
引
用
回
数
で
あ
る
が
、
井
上
氏
の
他
に
佐
藤
哲
英
氏
も
同
様

(
6
)
(
7
)

に

一
七

回

と
し

て
お

り
、

源

弘

之

氏

も

同

様

で
あ

る
。

そ

こ
で
、

ま
ず
、

『
浄

土
宗

全

書

』

本

(
以
下
、

浄
全
と
略
す
)
 に

よ

つ

て
、

『
九

品
往

生

義

』

に

引

用

さ

れ

て

い
る

『
観

経

疏

』
を

列

挙

し

て

み

る

と
、

「
天

台

疏

云

…
…
上起
」

(
一
上

2
-
3
)
、
「
疏

云

…
…
上
起
」
(
一
下

17
-
二

上

3
)
、
「
疏

云
」

(
四

上
8
-
9
)
、

「
疏

云
」

(
八
下

11
-
1
2
)
、「
疏

云

…
…

上已
」

(
九
上
10
-
1
1
)
、「
疏

云
…
…
上
已
」

(
一
〇
上

16
-
1
7
)
、「
疏

云

…
…
上
起
」

(
一
〇
下

4
-
5
)
、
「
疏

云
…
…
上
已
」
(
一
〇
下

1
2
)
、「疏

云
…
…
上忌

」

(
一
一

下

7
-
9
)
、
「
疏

云

…
…
上已
」

(
一
三
下

16
-
1
7
)
、「
疏

云
」

(
一
四

上
17
-

一
四
下

1
)
、
「
疏

云
」

(
一
四
下

2
)
、
「
疏

中

釈

云

」

(
二
二
上

12
-
1
6
)
、

「
又

云
」

(
二
二
上
16
-
二

二
下
3
)
、
「
疏

云

」

(
二
九
下

16
-
三

〇
上
5
)
、

(
8
)

「
宗

疏

云
」

(
三

一
上
2
-
7
)

の

一
六

回

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

井

上

氏

は

「
宗

・
宗

疏

・
宗

義

は

し

(
9
)

ば
ら
く
智
頻
観
経
疏
と
み
て
お
く
」
と
し
て
い
る
の
で
、
筆
者
の
数
え

て
い
な
い

「宗
」
「宗
義
」
を
入
れ
る
と

一
八
回
と
い
う
こ
と
に
な

つ

て
し
ま
う
。
井
上
氏
の
い
う

「宗
」
が
ど

こ
を
指
す
の
か
、
筆
者
に
は

不
明
で
あ
る
が
、
「宗
義
」
が
、
「今
以
二
宗
義

一更
釈
云
」
(
一
一
下
16
)

の

「
宗
義
」
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、

こ
の
箇
所
の
文
と
同

一
の
文
を

『
観
経
疏
』
の
申
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
『
九
品
往
生
義
』
の
八
斎
戒
の
注
釈

の
と
こ
ろ

で
、
「
六
不
レ

坐
二高
広
床

一七
不
下
著
二
華
髭
屡
路

一香
油
塗
レ身
薫
上
レ衣
八
不
レ
得
下
歌
舞

作
レ
楽
及
観
聴
上
是
為
二
八
戒
こ
 
(
一
二
上
17
-
一
二
下
2
)
 と
あ
る
の
は
、

『
観
経
疏
』
の

「
八
戒
者
加
丁
不
レ
上
二高
肱
一不
下
著
二
華
壷
理
路

一香
塗
レ

(
1
0
)

身
黒
上
レ衣
不
丙
レ得
乙
歌
侮
作
楽
及
往
観
聴
甲
也
」
の
文
に
酷
似
し
て
お
り
、

『
九
品
往
生
義
』

の

「須
陀
疸
者
印
度
之
音
翻
云
二修
習
無
漏

一」
(
一
五

上
3
)
「或
云
二
逆
流
一」
(
一
五
上
5
)
も

『
観
経
疏
』

の
「
須
陀
渣
者
翻
二

(
1
1
)

修
習
無
漏

一或
逆
流
也
」
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
も
考

え
ら
れ
る
。

次
に

『
浄
名
疏
』
す
な
わ
ち

『
維
摩
経
略

疏
』
に

つ
い
て
で
あ

る

が
、
井
上
光
貞
氏
は
、
そ
の
引
用
回
数
を
七
回
と
し
て
い
る
。
し
か
し

筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、

「
天
台
釈
云
…
…
疏
支
也

已
上
浄
名
」
(
一
上
6
-
一
下
1
7
)
、「彼
疏
云
…
…
彼
疏
文

已
上

」

『
九
品
往
生
義
』
所
引

の
浄
土
教
学
関
係
論
疏

に

つ
い
て
 
(
奈

良
)
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『
九
品
往

生
義
』
所
引

の
浄
土
教
学
関
係
論
疏

に
つ
い
て
 
(
奈

良
)

(
二
上

4
-
1
6
)
、「
彼

疏

釈

云
」

(
二
下
7
-
9
)
、
「
疏

釈

云

」
(
二
下

11
-

17
)
、
「
浄

名

疏

云
」

(
三
上
10
-
1
5
)
、「
彼

疏

釈

云

…
…
紀

妊
」
(
三
下
8
-

13
)

の
六

回

と

い
う

こ
と

に

な

る
。

次

に

『
法

華

文

句

』

の
二

回
、

す

な

わ

ち

「
法
華
文
句
判
…
…
」
(
九
上
1
4
)
、「法
華
文
句
第
七
巻
云
…
…
記
」
(
一

〇
下
1
3
-
1
5
)

と
、

『
摩

詞

止

観

』
『
浄

土

十

疑
論

』

の
各

一
回
、

す

な

わ

ち

「
止
観

云
…
…
云

云
」

(
三

四
上
14
-
三

四
下
2
)

「
十

疑

中

第

八
疑

日
…
…
配

虹
十
」

(
三
〇
上
5
-
三

〇
下
1
3
)

に

つ
い

て

は
、

問

題

な

い
。

(1
2
)

義
寂

の

『
無
量
寿
経
疏
』
す
な
わ
ち

『
無
量
寿
経
述
義
記
』
に
つ
い

(
1
3
)

て
は
、
井
上
氏
は
引
用
回
数
を
七
回
と
し
、
恵
谷
氏
や
源
氏
は
八
回
と

(1
4
)

し
て
い
る
。
井
上
氏
の
い
う
七
回
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
な
る
ほ

ど
、
恵
谷
氏
や
源
氏
の
い
う
よ
う
に
、
「
義
寂
」
な

い
し

「寂
」
云

々

と
明
記

し
て
、
義
寂
の

『
無
量
寿
経
述
義
記
』
か
ら

『
九
品
往
生
義
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
回
数
は
八
回
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

(
1
5
)

「
寂

法

師

云
」

(
一
五
下
2
-
)
、
「
依

義

寂

法

師

意

…
…
彼

疏

云
」

(
一
六

上
13
-
1
6
)
、「
寂

法
師

云
」

(
一
六
下

14
-
1
7
)
、「
寂

法

師

云

」
(
一
七
上
2

-
3
)
、
「
寂

法

師

疏

…
…
上起
」
(
一
七
下

2
-
一

八

上
1
0
)
、
「
無
量

寿

経

寂

法

師

疏

云
…
…
紀

虹
寂
」

(
三

一
上
8
-
1
7
)
、「
寂

法

師

寿

経

疏

云

」

(
三
三
上

5
-
三

三
下

2
)
、
「
寂

法

師

云
…
…
紀

虹
臓
」

(
三
五
下
5
-
三

六
上
3
)

の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
、
「
法
師

讐
観
経
疏

云
…
…
肥
」

(
一
一
下
10
-
1
6
)
 
と
あ
る

「
法
師
」
と
は
義
寂

の
こ
と
な

の
で
あ

る
。

そ
れ
は
、
恵
谷
隆
戒
氏
の

「
無
量
寿
経
述
義
記
復
元
本
」
の
中
に
、

こ

(1
6
)

の

『
九
品
往
生
義
』
に
引
か
れ
て
い
る
文
と
同

一
の
文
が
見
ら
れ
る
、

と
い
う
点
か
ら
も
立
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

つ
て
、
『望
月
仏
教
大
辞
典
』
二
の

「
極
楽
浄
土
九
品
往
生

義
」
の
項
に
、
引
用
文
献
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
中

の

「然
法
師
の
無

量
寿
経
疏
」
の

「然
法
師
」
と
は
、
読
み
間
違

い
に
よ
る
も

の
で
あ

つ

て
、
「
然
法
師
讐
観
経
疏
」
云
云
は

「然
る
に
、
法
師
の
讐
観
経

の
疏

に
」
云
云
、
と
読
む
べ
き
な
の
で
あ
る
。

(
1
7
)

次
に
、
憬
興
の

『
無
量
寿
経
疏
』
す
な
わ
ち

『無
量
寿
経
連
義
述
文

賛
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
引
用
回
数
に
つ
い

て
、
井
上
氏
は
六
回
と

(
1
8
)

し
、
源
氏
は
五
回
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、

次
の
四
回
し
か
見
当
ら
な
い
。

「
依
憬
興
師
意
…
…
疏

云
」
(
一
六
上
11
-
1
3
)
、「讐
巻
経
興
師
疏
云
」

(
一
八
下
7
-
9
)
、「憬
興
疏

云
」
(
二

一
下
6
-
1
2
)
、「憬
興
云
…
…

云

云
」

(
三

六

上

5
-
6
)

(1
9
)

智
光
の

『
浄
土
論
疏
』
す
な
わ
ち

『無
量
寿

経
論
釈
』
か
ら

の
引
用

は
、

一
往

「
浄
土
論
智
光
疏
云
」
(二
下
2
-
4
)
、「無
量
寿
論
智
光
疏
云
」
(
一
三

下
8
-
1
0
)

の
二
回
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
九
品
往

生
義
』
の
四
十
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八
願
釈
 (
一
五
上
16
-
二
二
上
7
)
 に
お
け
る
願
名
呼
称
は
、
智
光
の
そ
れ

(
2
0
)

に
よ
つ
て

い
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
あ

ら
た
め
て
取
扱
う
こ
と
に
す
る
と
し
て
、
さ
ら
に
、
『望
月

仏
教

大
辞

典
』
に
は
、
『
九
品
往
生
義
』
に
智
光
の

『浄
名
疏
』
か
ら
も
引
用
さ

れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

こ
の

『
浄
名
疏
』
が

『
浄
名
玄
論
略
述
』

で
あ
る
、

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
ど
こ
の
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の

か
、
筆
者

に
と
つ
て
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
懐
感
の

『
釈
浄
土
群
疑
論
』
、
湛
然
の

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
回
つ

つ
、

「
懐
感
師
釈
群
疑
論
出
…
…
如

二彼
第
三
巻
こ
 (
三
一
上
17
-
三
一
下
1
)

「
弘
決
判
云
」
(
一
五
上
15
-
1
6
)

と
あ

つ
て
、
、問
題
は
な
い
。

三

四
十

八
願

の
願
名

『
九
品
往
生
義
』
に
は
、
中
品
下
生
の
段
の
「
法
蔵
比
丘
四
十
八
願
」

に
つ
い
て
、
そ
の

一
一
の
願
名
を
か
か
げ
、
無
量
寿
経

の
経
文
を

ひ

き
、
時
に
は
、
宝
積
経
を
ひ
い
た
り
、
義
寂

や
憬
鯉

の
論
疏
を
引
用

し
、
ま
た
、
著
書
自
身
の
注
釈
を
施
す
な
ど
し
て
い
る
。

こ
の
四
十
八
願
の

一
一
の
願
名
に
つ
い
て
は
、
智
光
の

『
無
量
寿
経

論
釈
』
に
み
え
る
願
名
、
な

い
し
は
、
『無
量
寿
経
論
釈
』
の
別
行

か

(
2
1
)

と
思
わ
れ
る

『
四
十
八
願
釈
』
に
よ
つ
て
い
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
恵
谷
隆
戒
氏
に
よ
つ
て
復
元
さ

れ
た
、

智
光

の

『無
量
寿
経
論
釈
』
に
み
え
る
願
名
と
、
『
九
品
往
生
義
』
に
み
え
る

そ
れ
と
を
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
九
品
往

生
義
』
所
引

の
浄
土
教

学
関
係
論
疏

に

つ
い
て
 
(
奈

良
)
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『
九
品
往
生
義
』
所
引

の
浄
土
教
学
関
係
論

疏
に

つ
い
て
 
(
奈

良
)

右
の
対
照
表
の
う
ち

「
同
上
」
と
あ
る
の
は
、
智
光
の
願
名
と

『
九

晶
往
生
義
』
の
そ
れ
と
が
、
完
全
に

一
致
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
四
十

八
願
中
、

一
三
の
願
名
が
、
完
全
に

一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
括
弧
で

く
く
つ
た
願
名
は
、
智
光
の
そ
れ
と
比
べ
て
、

わ
ず
か

一
字
違

い
の
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
九
願

の
と

こ
ろ
に

「
な

し
」
と
あ
る
の
は
、

『
九
品
往
生
義
』
に
、
そ
の
願
の
注
釈
が
な
く
、
し
た
が
つ
て
、
願
名

も
示
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
智
光
の
四
十
八
願
の
願
名
を
み
る
と
、
そ
の
大
部
分
が
、
八

字

一
句
を
成
し
て
お
り
、
第

一
・
第
四

・
第
五

・
第
八

・
第
二
七

・
第

四
二
の
六
願
の
み
が
、
七
字
な
い
し
は
九
字
と
な

つ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
了
慧
の

『
無
量
寿
経
砂
』
に
引

か
れ
て
い
る
智
光
の
願

(
2
2
)

名
を
み
る
と
、
第

一
の
願
名
は

「
国
土
厳
浄
無

諸
悪
趣
願
」
、
第

五
は

(2
3
)
(
2
4
)

「
宿
命
証
明
照
了
往
事
願
」
、
第
二
七
は

「
殊
秘

珍
彩
厳
錺
絶
妙
願
」
、

(
2
5
)

第
四
二
は

「
聴
名
得
浄
解
脱
静
慮
願
」
と
な

つ
て
い
て
、
八
字

一
句
を

な
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
八
願
の
願
名
は
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が

つ
て
、
七
字
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
第
四
願
の
願
名
は
、
了
慧
の

『
無

量
寿
経
砂
』
に
も
九
字
の
願
名
と
な
つ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
智
光

の
四
十
八
願
の
願
名
は
、
元
来
、

八
字

一
句
を
も

つ
て
統

一
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
無
量
寿
経
論
釈
』
の
願
名
の
う
ち
、

七
字

・
九
字
か
ら
成
つ
て
い
る
願
名
は
、
少
な
く
と
も
第

一
・
第
五

・

第
二
七

・
第
四
二
の
四
願
に
つ
い
て
は
、
了
慧

の

『
無
量
寿
経
砂
』
に
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あ
る
よ
う
に
訂
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
四

の
願
名

は
、
了
慧
の
引
用
も
同
じ
九
字
と
な
つ
て

い
る
が
、
『
九
品
往

生
義
』

の
願
名

「有
情
形
色
均
等
無
差
願
」
を
考
慮
に
入
れ
て

「有
情

容
顔
均
等
無
差
願
」
と
し
て
は
ど
う
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
右
の
推
測
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
智
光
の
願
名
と

『
九
品

往
生
義
』
の
そ
れ
と
が
完
全
に

一
致
す
る
の
は
、
第

一
・
第
五

・
第
四

二
の
三
願
を
加
え
た

一
六
の
願
名
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
同
じ
観
点
か
ら
、
『
九
品
往
生
義
』
所
引
の
願
名
を
み
る
と
き
、

第

一
一
は

「住
正
定
聚
必
至
菩
提
願
」
、
第
二
九
は

「
持
経
必
得

弁
才

智
恵
願

」
、
第
四
三
は

「
聞
名
死
後
生
尊
貴
家
願
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
訂

正
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
さ
ら
に
、
第

一
一

第
四

三
の
二
願
名
が
、
両
者

一
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
完
全
に

一
致
す
る
願

名
は
、
合
計

一
八
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら

に
、

一
字
違
い
の
願
名
が
五
つ
あ
る
。
第
六

の
願
名
中
、
『
九

品
往
生
義
』
の

「偏
」
は

「
偏
」
な
い
し

「
遍
」
の
誤
写
も
し
く
は
誤

植
で
あ

ろ
う
。
第

一
二
の
願
名
と
第
四
〇

の
願
名
と
は
「
諸
国
」
と

「仏

国
」
と
の
違
い
で
あ
り
、
第
三
七
の
願
名
と
第
四
七
の
願
名
と
は
、
共

に

「聴
名
」
か

「
聞
名
」
か
の
違
い
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

こ
れ
ら

五
つ
の
願
名
も
、
両
者
ほ
ぼ

一
致
す

る
、

と

い
え
る
。

と
す
る
と
、

『
九
品
往
生
義
』
に
第
九
願

の
願
名
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
四
七
の
願

名
の
う
ち
、
実

に
、
半
数
に
近
い
二
三
の
願
名
が

一
致
し
て
い
る
、
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
第
二
願

の

「有
情
命
終
」
と

「
人
天
寿
終
」
、
第
三
願
の
「
紫

摩
金
 

(磨
)
 色
」
と

「
真
金
色
身
」
、
第
四
願

の

蓉

顔
」
と

「形
色
」
、
第
十

(
2
6
)

願
の

「薩
迦
耶
」
と

「
我
我
所
」
、
第
二
十
三

願

の

「
敬
重
」
と

「遍

(2
7
)

侍
」
、
第
三
十
願
の

「智
恵
弁
才
」
と

「
菩
薩
智
弁
」
、
な
ど
も
、
表
現

上
は
異
な
る
が
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ

一
致
す
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
四
十
八
願
釈
の
考
察
を
通
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

『
九
品
往
生
義
』
の
著
者
が
、
四
十
八
願
の
願
名
を
決
定
す
る
に
際

し
て
は
、
常
に
智
光
の
願
名
を
参
照
し
、
そ
の
半
数
近
く
の
願
名
は
、

智
光
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
他
の
半
数

近

い
願
名

に

つ
い
て

も
、
智
光
の
願
名
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、

一
一
の
願
の
内
容
と
照
合

し
、
一
部
分
改
編
し
て
、
そ
れ
を
決
定
し
た
、

と
。
し
た
が
つ
て
、
『九

品
往
生
義
』
の
四
十
八
願
の
願
名
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
智
光

の
願
名

に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
。

四

引

用

の
論

疏
名

を
明
記
し

て
な

い
も

の

『
九
品
往
生
義
』
に
は
、
論
疏
名
を
明
記
せ
ず
に
引
用
し
て
い
る
場

合
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
今
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
で
、
す
で
に
、
明
ら

か
と
な

つ
た
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。

(2
8
)

「
今

且
依

一二

論

一以

弁

」

(
二
二
下

14
)
 の

「
一
論

」
は

『
成

唯

識

論

』
、

(
2
9
)

「
具
依
二
一
論
一而
解
釈
」
(
二
六
下
9
-
1
0
)
 
は
『倶
舎
論
疏
』
、
さ
ら
に
、

『
九
品
往
生
義
』
二
七
頁
上
段

一
行
目
か
ら

一
四
行
目
ま
で
の
無
間
地

『
九
品
往
生
義
』
所
引

の
浄
土
教
学

関
係
論
疏

に

つ
い
て

(
奈

良
)
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『
九
品
往

生
義
』
所
引

の
浄
土
教
学
関
係
論
疏

に

つ
い
て
 
(
奈

良
)

(3
0
)

獄
並
び
に
十
六
遊
増
地
獄
に
つ
い
て
は
、
『順
正
理

論
』
か
ら

の
、

そ

れ
ぞ
れ
引
用
で
あ
る
。

な
お
、
井
上
光
貞
氏
は

「良
源
の
引
用
に
は
有
説
が
三

つ
、
釈
が

一

(3
1
)

つ
あ

る

が
、

こ
れ

は

人

名

不
詳

の
故

に
略

す

」

と

し

て
い

る

が
、

厳

密

に

は
、

「
有

説

」

は

四

つ
で
あ

る

が
、

そ

の
う

ち

二

つ

は
、

憬

興

の

疏

(
一
八
下
8
、

二

一
下

7
)
 の
中

に

で
て

く

る

も

の
で

あ

り
、

他

の

二

つ

は

『
順

正
理

論

』

か

ら

の
引

用

文
 
(
二
七
上

2
)
 の
中

に

で

て

く

る

も

の

と
、

『
九

品

往

生

義

』

の
著

者

が

『
順

正
理

論

』

の
文

を

指

し

な

が

ら
、

接

続

句
的

に
用

い
て

い
る

も

の
 (
二
七
上
3
)
 な

の

で
あ

る
。

1
 

恵
谷
隆
戒
著

『
浄
土
教
の
新

研
究
』
昭
和

五

一
年
、

山
喜
房
仏
書
林
、

一
六

一
-
一
一頁
。

2
 
平
林
盛
得
著

『
良
源
』
昭
和
五

一
年
、
吉
川
弘
文

館
、

一
八

五
-
六

頁
。

3
 

石

田
瑞
麿
著

『
浄
土
教

の
展

開
』
昭
和

三
二
年
、

春
秋
社
、

八
二
頁
。

4
 

井

上
光
貞
著

『
日
本
浄
土
教
成
立
史

の
研
究
』
昭

和
五
〇
年
新
訂
版
、

山
川
出
版
社
、

一
四
〇
-
一

頁
。

5
 

こ
れ
を
智
顎

の
真
撰

と
す

る
こ
と
は
、

今
日
で
は
、

も
は
や
行

わ
れ
て

い
な
い
。

6
 
佐
藤
哲
英
著

『
叡
山
浄
土
教

の
研
究
』
昭
和

五
四
年
、

百
華
苑
、

六

一
頁
。

7
 

同
右
、

四
四
四
頁
。

な
お
、
源
弘
之
氏
は

『
叡

山
浄
土
教

の
研
究
』

の

第

六
章
第
四
節

の
執
筆

を
担
当

し
て
い
る
。

8
 

括
弧
内

の
初
め

の
漢
数
字

は
、
浄
全
五

の
頁
数
、

次

の

「
上
」

「
下
」
は

上
段
、

下
段
、

算
用
数
字

は
行
数

を
示

し
て
い
る
。

以
下
同

じ
。

9
 

井
上
氏
、

前
掲
書
、

一
四
五
頁
、

注
(
2
)
。

1
0
 浄
全
五
、

二

一
六
頁
、

上
。

1
1
 同
右
、

二

一
七
頁
、

上
。

1
2
 恵
谷
氏
、

前
掲
書
、

四

一
一
-
五
三
頁

に
は
、
そ

の
復
元
本

が
載

つ
て

い
る
。

1
3
 同
右
、

九
七
頁
。

1
4
 佐
藤
氏
、

前
掲
書
、

四
四
四
頁
、

四
四
八
頁
。

1
5
 こ
の
箇
所

は
、
恵
谷
氏

の
復
元
本
に
は
見
出

せ
な
い
。

1
6
 恵
谷
氏
、

前
掲
書
、

四
三
八
-
九

頁
。

1
7
『
浄

土
宗
全
書
』
本

に
は

「
環
興
」

と
あ
る
。

1
8
 佐
藤
氏
、

前

掲
書
、

四
四
四
頁
、

四

四
八
頁
。

1
9
 恵
谷
氏
、

前

掲
書
、

四
五
七
-
八

二
頁
に
、

そ

の
復

元
本

が
載

つ
て

い

る
。

2
0
 た
と
え
ば
、

井
上
氏
、

前
掲
書
、

一
四
二
頁
。

2
1
 井
上
氏
、
前

掲
書
、

一
四
二
頁
、
恵

谷
氏
、

前
掲
書
、

一
二

二
頁
、

佐

藤

氏
、
前

掲
書
、

六
二
頁
、

四
四
四
頁
、

な
ど
。

2
2
 浄

全

一
四
、

七

二
頁
下
。

2
3
 同
右
、

七
六
頁
下
。

2
4
 同
右
、

一
〇

五
頁
上
。

2
5
 同
右
、

一
二
二
頁
下
。

2
6
『
九

品
往

生
義
』

の

「
忘
想
」

は

「
妄
想
」

と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

2
7
 智
光

の
願
名
中
、

「
天
滞
」

の

「
天
」

は

「
莞
」

な

い

し

「
無
」

に

訂

正
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

2
8
 大
正
、

三

一
、
二
九
頁
、

下
。

2
9
 大

正
、

四

一
、
五
八
四
頁
、

中
。

3
0
 大

正
、

二
九
、

五

一
六
頁
、

上
-
下

。

3
1
 井

上
氏
、

前

掲
書
、

一
四
五
頁
、

注
(
2
)
。

(
日
本
大
学
助
教
授
)
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